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第
３
章 

本
草
の
書
を
論
ず 

本
艸
ノ
書
ヲ
論
ス

本
草
1 

　
あ
ら
ゆ
る
草
木
、
禽
獣
、
虫
魚
、
金
玉
、
土
石
を
記
載
し
た
書
は
、『
神し

ん

農の
う

本ほ
ん

草ぞ
う

経け
い

』
を
始
ま
り
と
す
る
。
三
六
五
種
を
収
め
る
。

こ
れ
を
「
本
経
」
と
す
る
。
梁
の
陶と

う

弘こ
う

景け
い

が
『
名
医
別
録
』
を
作
り＊

、『
神
農
本
草
経
』
を
補
っ
た
。
同
じ
く
三
六
五
種
で
あ
る
。

以
後
、
歴
代
の
名
医
が
そ
れ
ぞ
れ
増
補
し
て
い
き
、
専
門
諸
家
の
本
草
書
も
多
く
な
り
、
優
れ
た
品
が
し
だ
い
に
加
え
ら
れ
た
。

明
の
李
時
珍
は
、
本
草
書
か
ら
品
を
選
び
集
め
、
自
己
の
見
聞
を
加
え
、
そ
れ
ま
で
の
本
草
書
を
拡
充
し
た
『
本
草
綱
目
』
を
著
し
、

万
物
が
非
常
に
多
く
備
え
ら
れ
た
。
万

〔
一
五
七
八
〕

暦
六
年
に
成
っ
た
。
本
朝
の
天
正
六
年
に
あ
た
る
。
そ
こ
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
品
数
は

す
べ
て
一
八
九
二
種
で
あ
る
。

凡
艸
木
、
禽
獣
、
虫
魚
、
金
玉
、
土
石
ヲ
記
セ
シ
書
、
神
農
本
艸
ヲ
始
ト
ス
。
三
百
六
十
五
種
ア
リ
。
是
ヲ
本
経
ト
ス
。

梁
ノ
陶
弘
景
名
医
別
録
ヲ
作
リ
、
神
農
本
経
ヲ
増
補
ス
。
又
三
百
六
十
五
種
ア
リ
。
コ
レ
ヨ
リ
以
来
歴
代
ノ
名
医
各

増
益
有
り
、
諸
家
ノ
本
草
多
く
シ
テ
、
名
品
漸
ク
加ク

ハ
ヽレ

リ
。
明
ノ
李
時
珍
、
歴
代
本
草
ノ
内
ヲ
撰
ヒ
輯ア

ツ

メ
自
己
ノ
見

聞
ヲ
加
ヘ
之
ヲ
広
メ
テ
本
艸
綱
目
ヲ
作
リ
、
品ひ

ん

物ぶ
つ

大
ニ
備
ル
。
万
暦
六
年
ニ
成
レ
リ
。
本
朝
ノ
天
正
六
年
ニ
当
ル
。

載
る
所
ノ
品
数
凡
一
千
八
百
九
十
二
種
ア
リ
。

 

［
註
］ 

　
＊
『
名
医
別
録
』
を
作
り

―
「
陶
弘
景
が
『
名
医
別
録
』
を
基
に
」
の
誤
り
か
。
『
名
医
別
録
』
は
、『
神
農
本
草
経
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
（
後
漢
末
）

に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
『
本
草
経
』
と
同
様
に
歴
史
の
中
で
そ
の
原
本
は
失
わ
れ
た
。
陶
弘
景
『
本
草
経
集
註
』
の
序
文
に
は

「
神
農
本
経
の
三
品
合
わ
せ
て
三
六
五
を
主
と
し
、
又
進
め
て
名
医
副
品
亦
、
三
六
五
、
合
わ
せ
て
七
三
〇
種
と
す
」
と
あ
り
、
一
番
の
「
玉
泉
」
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第
４
章 
薬
を
用
い
る
の
論 

論
用
薬

用
薬
1 

　
薬
に
五
味
・
四
気
・
七
情＊

が
あ
る
。
七
方＊

十
剤＊

に
は
「
君
臣
佐
使＊

」
・
「
升
降
浮
沈＊

」
が
あ
り
、
服
薬
の
禁
忌
に
は
、
妊
娠
の

禁
忌
、
飲
食
の
禁
忌
、
薬
名
の
同
異
が
あ
る
。
ま
た
、
李り

東と
う

垣え
ん

〔
金代

〕
は
証
に
合
わ
せ
て
薬
を
用
い
、
そ
の
凡
例
等
の
諸
説
は
『
本

草
綱
目
』
序
例
「
李
東
垣
随
証
用
薬
凡
例
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
熟
覧
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

薬
ニ
五
味
・
四
気
・
七
情
有
り
。
七
方
十
剤
は
君
臣
佐
使
・
升
降
浮
沈
有
り
。
服
薬
の
禁
忌
に
妊
娠
の
禁
忌
、
飲
食
の

禁
忌
、
薬
名
の
同
異
有
り
。
又
、
李
東
垣
証
ニ
隨
ひ
薬
を
用
ひ
、
凡
例
等
の
諸
説
皆
之こ

れ

ヲ
本
草
序
例
ニ
載
せ
テ而

詳
備

ナ
リ
。
熟
覧
セ
ざ不

る
可
か
ら
ず不

。

 

［
註
］ 

　
＊
五
味
・
四
気
・
七
情

―
五
味
＝
甘
・
酸
・
辛
・
苦
・
鹹
。
　
四
気
＝
寒
・
温
・
熱
・
涼
、
四
性
と
も
い
う
。
　
七
情
＝
薬
物
配
合
の

七
種
の
異
な
っ
た
作
用
を
指
し
、
単
行
、
相
須
、
相
使
、
相
畏
、
相
悪
、
相
反
、
相
殺
を
い
う
。
［
漢
方
用
語
大
辞
典
］
（
以
下
、
［
用
薬
1
］
の
註

全
体
に
わ
た
る
）

 
 

　
＊
七
方

―
大
方
・
小
方
・
緩
方
・
急
方
・
奇
方
・
偶
方
・
復
方
。

 
 

大
方

た
い

ほ
う

（
大
剤
）
＝
邪
気
が
盛
ん
で
、
兼
証
（
兼
挟
む
病
証
）
が
あ
り
重
病
の
疾
患
に
用
い
る
。
薬
味
が
多
く
量
も
多
い
。
多
量
の
薬
を
一
回

で
飲
み
き
る
。
薬
方
例
：
大
承
気
湯
。
　
小
方
（
小
剤
）
＝
邪
気
が
軽
く
、
体
の
表
面
に
あ
っ
て
兼
証
を
伴
わ
な
い
緩
和
な
薬
剤
。
薬
味
も
少

な
く
、
回
数
を
多
く
服
用
す
る
。
漢
方
例
：
葱
豉
湯
。
　
緩
方
＝
か
ら
だ
の
抵
抗
力
を
増
進
し
、
病
を
自
然
に
除
去
、
慢
性
で
虚
弱
体
質
の

人
に
使
用
。
緩
和
な
作
用
を
持
つ
生
薬
で
構
成
さ
れ
、
薬
物
の
気
味
が
薄
い
。
湯
剤
の
よ
う
に
迅
速
な
作
用
を
期
待
し
な
い
。
　
急
方
＝
急
病
・

重
病
人
を
迅
速
に
治
療
す
る
。
気
味
が
厚
く
、
薬
性
が
激
烈
。
湯
剤
。
漢
方
例
：
四
逆
湯
。
　
奇
方
＝
近
位
（
上
焦
）
の
病
気
。
症
状
が
比

第 4 章　薬を用いるの論
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第
５
章 

薬
類 

薬 

類

薬
類
1 

人
参

に
ん

じ
ん

　
　
参
の
字
の
本
は
薓
、
あ
る
い
は
省
い
て
寖
と
い
う
。
人
の
手
足
の
よ
う
で
あ
る
。
故
に
人
参
と
い
う
。
朝
鮮
の

産
を
上
品
と
し
、
中
国
に
も
こ
れ
を
用
い
る
。
中
国
で
は
、
ま
た
上
党
〔
秦
か
ら
隋
に
か
け
て
の

郡
名
。
現
在
の
山
西
省

〕
の
人
参
を
良
し
と
す
る
。
寇こ

う

宗そ
う

奭せ
き

が

い
う
。
上
党
郡
の
も
の
は
そ
の
値
が
銀
と
等
し
い
、
と
。
中
国
で
は
銀
と
等
き
を
も
っ
て
は
な
は
だ
貴
と
し
て
い
る
。
今
、

本
邦
に
朝
鮮
よ
り
来
る
も
の
は
値
が
貴
く
銀
の
一
〇
倍
以
上
は
す
る
。
故
に
往
々
偽
作
の
も
の
が
あ
る
。
沙シ

ャ

参ジ
ン

〈
薬
類
2
〉
、
薺セ

イ

苨ネ
イ

、
桔
梗
な
ど
の
薬
品
を
も
っ
て
真
を
乱
す
も
の
が
多
い
。
こ
れ
を
選
ぶ
に
は
精
詳
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
大
概
、
堅
実

で
あ
っ
て
、
偽
作
で
は
な
い
も
の
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
。

○
唐
人
参
は
、
長
崎
に
来
る
も
の
が
朝
鮮
に
次
ぐ
。

○
ヒ
ゲ

人
参
は
人
参
の
髭
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
異
邦
か
ら
来
た
も
の
で
本
邦
の
産
で
は
な
い
。
堅
実
で
あ
り
、
大
人
参
の
性
の

淡
い
こ
と
に
勝
っ
て
い
る
。

○
節
人
参
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
葉
は
芹
に
似
て
い
る
。
根
に
節
が
あ
り
髭
が
多
い
。
山
中

陰
湿
の
地
に
生
じ
る
。
そ
の
髭
を
髭
人
参
と
い
う
。
節
人
参
は
そ
の
大
き
な
根
を
い
う
。
薬
店
で
そ
の
根
と
髭
を
売
る
が
味

は
苦
く
気
を
泄
す
る
。
人
参
の
気
味
と
は
違
う
の
で
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
草
医
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
人
参
に
代
へ
て
用
い

る
の
は
甚
だ
非
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
、
世
上
に
セ
リ
人
参
と
い
っ
て
芹
に
似
た
草
を
植
え
て
い
る
。
味
も
芹
に
似
て
ム
カ

ゴ
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
根
の
味
は
甘
い
が
、
性
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
に
明
ら
か
で
は
な
い
。
本
邦
の
医
師
は
人
参
の
値
が

高
い
た
め
に
代
用
す
る
も
の
が
多
い
。
ト
ト
キ
人
参
、
ツ
ル
人
参
、
こ
の
二
種
は
砂
参
で
あ
る
。
人
参
に
代
え
て
用
い
、
大

き
く
補
う
こ
と
は
な
い
が
害
は
な
い
。
ま
た
、
萎イ

蕤ズ
イ

〈
薬
類
14
〉

は
一
切
の
不
足
の
症
を
治
し
、
人
参
に
代
え
て
用
い
る
。
寒
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第
６
章 

薬
木 

薬 

木

薬
木
1 

樗
か
ら
す
の
さ

ん
し
ょ
う

　
　
こ
の
木
は
世
に
知
る
人
が
稀
で
あ
る
。
葉
は
白ヌ

膠ル

木デ

に＊

似
て
長
大
で
あ
り
、
臭
い
。
そ
の
樹
は
節
が
多
く
、
歪
み
、

曲
が
り
、
材
木
と
な
ら
な
い
。
故
に
古
書
に
悪
木
な
り
と
い
う
。
小
さ
い
時
は
と
げ
が
多
く
、
長
大
に
な
れ
ば
と
げ
が
な
く

な
る
。
こ
の
木
は
日
本
に
元
々
あ
る
。
京
都
に
あ
り
、
ま
た
北
州
〔

北
山
杉
な
ど
の
植
生
さ
れ
て

い
る
京
都
北
方
の
諸
地
方
か

〕
に
も
あ
る
と
い
う
。
近
年
唐
か
ら
来
た

香チ
ャ
ン
チ
ン

椿
に
よ
く
似
て
い
る
。
同
類
で
あ
る
。
花
が
あ
り
、
実
が
あ
る
。
烏
は
好
ん
で
そ
の
実
を
食
べ
る
。
日
本
人
は
樗
と
椿
と

を
知
ら
な
い
の
で
先
年
朝
鮮
人
が
来
た
時
、
二
つ
の
木
は
い
ず
れ
の
木
か
と
問
う
た
際
、
朝
鮮
人
も
知
ら
ず
に
誤
ま
り
偽
っ

て
他
の
木
を
樗
で
あ
る
と
答
え
た
と
い
う
。
樗
を
「
お
う
ち
（
ア
フ
チ
）
」
と
訓
ず
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
「
お
う
ち
」
は
楝
〈
薬

木
28
〉

で
あ
る
。

 
 

 

樗カ
ラ
ス
ノ
サ
ン
セ
ウ　

此
の
木
、
世
ニ
知
る
人
マ
レ

ナ
リ
。
葉
ハ
ヌ
ル
テ
ニ
似
テ
長
大
ナ
リ
。

臭
シ
。
其
の
樹
節
多
ク
ユ
カ
ミ
、
マ
カ

リ
テ
材
ト
ナ
ラ
ス
。
故
ニ
古
書
ニ
悪
木
也
ト
云
ふ
。
小
キ
時
刺ハ

リ

多
シ
。
長
大
ナ
レ
ハ
刺
無
し
。
此
の
木
日
本
ニ
元
来

之
れ
有
り
。
京
都
ニ
ア
リ
、
又
北
州
ニ
モ
ア
リ
ト
云
ふ
。
近
年
カ
ラ
ヨ
リ
来
レ
ル
香
椿
ニ
ヨ
ク
似
タ
リ
、
同
類
ナ
リ
。

花
ア
リ
、
実
ア
リ
。
烏
コ
ノ
ン
テ
其
の
実
ヲ
ハ
ム
。
日
本
人
樗
ト
椿
ト
ヲ
シ
ラ
ス
シ
テ
先
年
朝
鮮
人
来
リ
シ
時
、
二

木
イ
ツ
レ
ノ
木
ゾ
ト
問
シ
ニ
朝
鮮
人
モ
シ
ラ
ス
シ
テ
、
ア
ヤ
マ
リ
偽
テ
佗
ノ
木
ヲ
樗
ナ
リ
ト
答
ヘ
シ
ト
云
ふ
。
樗
ヲ
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